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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 10,880 △3.5 924 △3.1 744 △4.0 689 57.1
22年3月期第2四半期 11,278 △4.0 953 △9.6 775 △33.8 439 △61.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3.75 ―

22年3月期第2四半期 2.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 52,450 42,879 81.6 232.70
22年3月期 53,220 44,277 83.0 240.23

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  42,775百万円 22年3月期  44,164百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,200 △1.6 2,200 4.1 1,850 △5.1 1,600 240.1 8.70



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.３ 「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 208,195,689株 22年3月期  208,195,689株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  24,373,311株 22年3月期  24,348,931株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 183,834,170株 22年3月期2Q 183,889,206株
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1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第 2 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア諸国を中心とした需要拡大などにより、一部で景気回

復の兆しが見られましたが、円高進行や株価低迷などにより企業収益への影響が懸念され、引き続き厳しい雇用情

勢、所得環境などから、景気の先行きは不透明なまま推移しております。繊維業界においても、個人消費の低迷など

が影響し、依然として厳しい環境にあります。 

このような状況において、当社グループは、原料加工から最終製品までを一貫生産し販売する専業メーカーとして

の特性を活かし、価格を上回る価値ある商品の企画開発と、グループ全社を挙げて効率性アップに取り組み、収益

改善に努めておりますが、個人消費の低迷の影響を受け、厳しい経営環境が続いております。 

この結果、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は 10,880 百万円(前年同期比 3.5％減)、営業利益は 924 百万円

(前年同期比 3.1％減)、経常利益は 744 百万円(前年同期比 4.0％減)、四半期純利益は 689 百万円(前年同期比

57.1％増)となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

靴下部門は、引き続きレギンス、トレンカやセパレート商品などがシーズンを通し好調に推移しましたが、依然と

してプレーンストッキングなどのベーシック商品は低迷し、長引く猛暑により秋冬向け商品の立ち上がりの遅れ傾

向などもあり、落ち込み分をカバーしきれず、同部門の売上高は 8,588 百万円(前年同期比 5.1％減)となりました。 

インナーウエア部門は、主力商品のブラジャーおよびショーツ、ジュニア向け商品が順調に推移した結果、売

上高は 1,700 百万円(前年同期比 3.7％増)となりました。 

これらの結果、繊維セグメント全体では売上高 10,288 百万円(前年同期比 3.7％減)、営業利益は 706 百万円

(前年同期比 3.3％減)となりました。 

 

〔不動産事業〕 

不動産事業については、依然厳しい状況は継続しており、不動産セグメント全体では売上高 377 百万円、営業

利益は 213 百万円となりました。 

 

〔その他の事業〕 

その他の事業については、介護用品が引き続き堅調に推移し、セグメント全体では売上高 213 百万円、営業利

益は 4 百万円となりました。 

 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

〔連結財政状態〕 

当第 2 四半期連結会計期間末における総資産は 52,450 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 769 百万円

減少いたしました。主な増減内容は、中国新工場建設に伴う有形固定資産取得等による現預金の減少 1,065 百

万円、売上債権の増加 178 百万円、たな卸資産の増加 751 百万円、株式の市場価格の下落による投資有価証

券の減少 777 百万円等によるものであります。 

負債の部は、9,570 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 627 百万円増加いたしました。内容は、仕入債務

の増加 513 百万円、時価評価による通貨オプションの増加 454 百万円等によるものであります。 

純資産の部は、42,879 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,397 百万円減少いたしました。四半期純利

益を 689 百万円計上しましたが、前期決算に係る配当金 551 百万円等により、利益剰余金合計では 138 百万円

の増加となり、その他有価証券評価差額金および繰延ヘッジ損益の減少等により、評価･換算差額等が 1,525 百

万円減少したこと等によるものであります。 

この結果、当第 2 四半期連結会計期間末の自己資本比率は、81.6％(前連結会計年度末は 83.0％)となりまし

た。 
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〔連結キャッシュ･フローの状況〕 

営業活動によるキャッシュ･フローは、税金等調整前四半期純利益 714 百万円の計上と、減価償却費 536   

百万円、たな卸資産の増加 767 百万円等により、差引 586 百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ･フローは、主に有形固定資産の取得により 830 百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ･フローは、主に配当金の支払いにより、544 百万円の支出となりました。 

この結果、当第 2 四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

1,065 百万円減少し、8,885 百万円となりました。 

 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しについては、依然として厳しい経済情勢が続くことが予想されます。当社グループを取巻く環境も引

き続き厳しい状況で推移していくものと予想される中で、第 3 四半期以降に向けて、価格を上回る価値ある商品作りと

経営の効率化、合理化を進め、目標の達成に全力を挙げて取り組んでまいります。 

このような状況を踏まえ通期の見通しにつきましては、売上高 23,200 百万円（前期は 23,584 百万円）、営業利益

2,200 百万円（前期は 2,113 百万円）、経常利益 1,850 百万円（前期は 1,948 百万円）、当期純利益 1,600 百万円（前

期は 470 百万円）に修正いたします。 

 

 

2. その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要  

固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

    会計基準等の改正に伴う変更  

    ①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

当第 1 四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月

31 日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月

31 日）を適用しております。 

これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

    ②「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第 1 四半期連結会計期間より「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20 年３月 10 日公

表分）および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３

月 10 日）を適用しております。これによる影響はありません。 

 

 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

 

 

 



3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,885 9,951 

受取手形及び売掛金 3,738 3,559 

商品及び製品 3,949 3,164 

仕掛品 1,777 1,849 

原材料及び貯蔵品 478 440 

繰延税金資産 276 273 

その他 262 210 

貸倒引当金 △15 △13 

流動資産合計 19,352 19,434 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,995 6,125 

機械装置及び運搬具（純額） 3,016 3,292 

工具、器具及び備品（純額） 105 114 

土地 16,758 16,758 

建設仮勘定 789 291 

有形固定資産合計 26,665 26,583 

無形固定資産 508 476 

投資その他の資産   

投資有価証券 5,282 6,060 

その他 645 670 

貸倒引当金 △3 △4 

投資その他の資産合計 5,924 6,726 

固定資産合計 33,098 33,785 

資産合計 52,450 53,220 
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,583 2,070 

未払法人税等 73 82 

賞与引当金 144 151 

その他 2,362 2,102 

流動負債合計 5,163 4,406 

固定負債   

繰延税金負債 － 78 

再評価に係る繰延税金負債 2,460 2,460 

退職給付引当金 1,319 1,347 

その他 627 649 

固定負債合計 4,407 4,536 

負債合計 9,570 8,942 

純資産の部   

株主資本   

資本金 31,706 31,706 

資本剰余金 11,389 11,389 

利益剰余金 6,095 5,957 

自己株式 △2,412 △2,409 

株主資本合計 46,778 46,642 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △596 112 

繰延ヘッジ損益 △1,341 △886 

土地再評価差額金 △1,483 △1,483 

為替換算調整勘定 △582 △220 

評価・換算差額等合計 △4,003 △2,478 

少数株主持分 104 112 

純資産合計 42,879 44,277 

負債純資産合計 52,450 53,220 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 11,278 10,880 

売上原価 6,809 6,471 

売上総利益 4,468 4,408 

販売費及び一般管理費 3,514 3,483 

営業利益 953 924 

営業外収益   

受取利息及び配当金 76 85 

持分法による投資利益 9 10 

その他 47 42 

営業外収益合計 133 137 

営業外費用   

租税公課 14 18 

為替差損 271 277 

その他 26 23 

営業外費用合計 311 318 

経常利益 775 744 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 0 － 

投資有価証券売却益 9 2 

特別利益合計 10 2 

特別損失   

固定資産売却損 － 0 

固定資産除却損 3 16 

投資有価証券評価損 114 13 

投資有価証券売却損 － 2 

事業再編損 196 － 

特別損失合計 314 32 

税金等調整前四半期純利益 470 714 

法人税、住民税及び事業税 38 26 

法人税等調整額 △9 △3 

法人税等合計 28 23 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 691 

少数株主利益 2 1 

四半期純利益 439 689 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 470 714 

減価償却費 595 536 

のれん償却額 23 23 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △102 △26 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 1 

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 △7 

受取利息及び受取配当金 △76 △85 

持分法による投資損益（△は益） △9 △10 

投資有価証券売却損益（△は益） △9 △0 

投資有価証券評価損益（△は益） 114 13 

有形固定資産売却損益（△は益） － 0 

有形固定資産除却損 3 16 

売上債権の増減額（△は増加） △280 △187 

たな卸資産の増減額（△は増加） △494 △767 

仕入債務の増減額（△は減少） 28 483 

未払消費税等の増減額（△は減少） △12 △54 

事業再編損失 177 － 

その他 33 △117 

小計 452 532 

利息及び配当金の受取額 83 88 

法人税等の支払額 △54 △34 

法人税等の還付額 37 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 519 586 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 100 － 

有形固定資産の取得による支出 △170 △728 

有形固定資産の売却による収入 － 0 

無形固定資産の取得による支出 △5 △79 

投資有価証券の取得による支出 △420 △138 

投資有価証券の売却による収入 393 115 

投資活動によるキャッシュ・フロー △103 △830 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △542 △541 

自己株式の増減額（△は増加） △6 △2 

財務活動によるキャッシュ・フロー △549 △544 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △128 △278 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △261 △1,065 

現金及び現金同等物の期首残高 7,693 9,951 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,431 8,885 
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(4)　継続企業の前提に関する注記

　 該当事項はありません。

(5)　セグメント情報等

　【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）
（単位：百万円）

繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連結

10,688 589 11,278 - 11,278

10,689 589 11,278 (0) 11,278

730 223 953 (0) 953

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２ 事業の内容

(1) 繊維事業・・・・・靴下及びインナーウエア等の製造及び販売

(2) 非繊維事業・・・不動産の販売及び賃貸、介護用品の製造及び販売

　【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）
（単位：百万円）

日本 中国 計 消去又は全社 連結

11,007 270 11,278 - 11,278

11,199 2,214 13,414 (2,136) 11,278

1,072 150 1,222 (268) 953

　【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）

　 海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　【セグメント情報】

　（追加情報）

2,136 (2,136) -1,944

   当第１四半期連結会計期間より 「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しています。

192

営業利益

　　又は振替高
0

営業利益

　売上高

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高
-0 -

計

(0)

　売上高

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高

計

　　又は振替高
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1.　報告セグメントの概要

２.　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間　（平成22年４月１日　～　平成22年９月30日）
（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 小計

10,288 377 10,666 213 10,880 - 10,880

10,288 377 10,666 213 10,880 (0) 10,880

706 213 919 4 924 (0) 924

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の製造･仕入･販売であります。

２ セグメント利益の調整額はセグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(6)　株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　 該当事項はありません。

調整額合計
報告セグメント

その他

   当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

   当社グループは、婦人靴下の製造販売を主要な事業として展開しており、「繊維事業」「不動産事業」を報告セグメ

ントとしております。

   「繊維事業」は、主に婦人靴下、インナーウエアの製造･販売を行っております。「不動産事業」は、分譲土地の購

入･販売及び土地・建物の賃貸事業を行っております。

四半期連結
損益計算書

計上額

0 (0)0 --

計

セグメント利益

(2) セグメント間の内部売上高
0-

　　又は振替高

　売上高

(1) 外部顧客への売上高
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